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今号の主な内容 

 

 

◇公明党へ令和８年度予算・税制等に関する要望書/一般政策要求を要

望 

◇日臨技支部学会における連盟ブース活動報告 

◇１年目に会費が無料となります 

 

 

 

 

日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

公明党へ令和８年度予算・税制等に関する要望書/一般政策要求を要望 

 

前号に続き、令和7年11月26日（水）10時30分より、衆議院第2議員会館で公明党 「臨床技師制度改革議員懇

話会」が開催された。当連盟からは、西浦代表、深澤事務局長、日臨技からは、益田常務理事、橋爪事務局

長、板橋主幹が出席し、当会の要望書を提出するとともに、その内容について説明を行った。自民党同様に

要望は、以下の2点に絞って提出した。 

●医療機関・医療職種の抜本的処遇改善に関する要望 

● 国民の健康を守る検体検査の品質・精度確保に関する要望 

なお、要望書の内容は前号で自民党へ提出した内容と同様のため、全文は日本臨床衛生検査技師会のホーム

ページに掲載しているので、参照されたい。 
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国民医療を守るための総決起大会へ参加 

日本医師会をはじめとする三師会からなる、43の医療団体から成る国民医療推進協議会は11月20日、「国民

医療を守るための総決起大会」を開催し、医療・介護の崩壊回避に向けて、2025年度補正予算での対応、

2026年度診療報酬改定での対応、「真水」での思い切った緊急的な対策という3項目を求める「決議」を採

択した。総決起大会初の試みとして、現地参加の東京都医師会以外の46 道府県医師会のサテライト会場と

オンラインで結んで開催、約１万人が参加した。自民党を中心に、日本維新の会など党派を問わず、約40人

の国会議員が出席した。 当連盟および日臨技からも計１３名が出席し賛同した。 
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日臨技支部学会における連盟ブース活動報告 

中佳（写真右）であり、各氏のご尽力にあら

ためて感謝いたします。 

中部圏支部ブロック長 田中佳 

日臨技九州支部学会での連盟ブース活動 

  日臨技九州支部学会を10月18・19日に長

崎県大村市で開催いたしました。九州8県から

会員が約700名参加した学会で情報交換会で

は「変面ショー」が催されました。展示会場

の一画に連盟ブースを設けてもらい学会企画

のスタンプラリーの最終ポイントとなり多数

の会員に足を運んでいただきました。ブース

においては連盟入会のお願いと連盟活動を少

しでも分かっていただくためにスタンプを押

しながら丁寧な説明を心がけより多くの会員

に連盟の存在をアピールできたのではないか

と考えています。若い技師の中には連盟活動

に質問する方も散見され連盟入会率の向上に

つながるものと期待しています。 

 九州支部ブロック長  平田哲也 

１１月２８日、２９日高知県で開催された、

令和7年度 日本臨床衛生検査技師会 中四国

支部医学検査学会（第58回）にて、日本臨床

検査技師連盟のブースを設置し、活動のPRを

行った。   

設置場所はエレベーターを出てすぐだったの

で、用意していた300部のパンフレット（青

年部PR）と高知県臨床検査技師会の用意して

くだっさた、「ハシビロコウの栞」配布を完

了できました。しかし、PRビデオやポスター

を立ち止まってまで観る人は少

なかったです。神戸青年部長に

用意してくださった、キラキラ

シール高知版は好評でした。 

 

中四国支部ブロック長  青戸正樹 

第63回日臨技中部圏支部学会での連盟ブー

ス活動 

 11月1日・2日の日臨技中部圏支部学会

in三重にて連盟ブース活動を行いました。

連盟ブースは今年も学会企画のスタンプラ

リーの対象となったため、多数の参加者に

足を運んでいただきました。しかし、待っ

ているだけではダメなので、ブースの前に

立って、行き交う参加者を捕まえてはシー

ルを貼り配布物を渡すという行動に出まし

た。最初はなかなか声掛けが出来ずにいま

したが、ここはひとつ、「コミュニケー

ションスキル向上の必要性（本学会でも盛

んに取り上げられていた）」を自らに言い

聞かせて、また、愛知県の小木曽支部長の

積極的な対応にも触発されて、奮起いたし

ました。適宜交代しながらも中部圏の6支

部長全員で務めた結果、多くの日臨技会員

に連盟入会をアピールできました。 

ご協力いただいた各支部長は以下の通りで

す。 

本学会の担当県（三重県）の広瀬逸子氏、

愛知県の小木曽美紀氏、静岡県の石井浩崇

氏、富山県の澤井真史氏（写真左）、岐阜

県の棚村一彦氏（写真中央）、石川県の田

九州支部学会  

中部圏支部学会   

中四国支部学会  
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